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住友林業株式会社(社長：光吉 敏郎 本社：東京都千代田区)の 100%子会社 Sumitomo Forestry America, Inc. (社

長：岩崎 淳 本社：米国 テキサス州ダラス 以下 SFAM 社)は米国で森林ファンドの設立・運営に深い知見と経験を有

するAlex Finkral氏、Glenn Wallace氏と共同で森林アセットマネジメント事業会社Eastwood Forests, LLC(以下、EF社)

を設立しました。今後、EF 社は組成する森林ファンドを通じて森林資産の運用を行い、木材販売等から得る利益と森林

が生み出すカーボンクレジットを出資者へ還元し社会全体のカーボンオフセットに貢献していきます。 

 

 住友林業グループはSDGsの目標年でもある2030年を見据え長期ビジョン「Mission TREEING 2030」を発表しました。

脱炭素社会の実現に向けた取り組みの一つに「循環型森林ビジネスの加速」を掲げグローバルに展開する森林ファンドの

組成を目指しています。今回の EF社の設立は森林ファンドの組成に向けた第一歩です。 

 

住友林業グループは長年培ってきた森林経営の知見をもとに北米やアジア、オセアニアを含む世界各国の森林を保

有・管理し、持続可能な森林事業を拡大していきます。自然資本としての森林の価値を有効活用し、炭素クレジットを配

分する仕組みを構築しながらCO2排出量の抜本的な削減が困難な産業などの脱炭素化にも貢献していきます。 

これら取組を通じ 2030年までに管理・保有する森林面積を計50万 haまで拡大し、運用資産規模が 1,000億円の

森林ファンドを目指します。 

 

■質の高い炭素クレジット創出 

住友林業グループはインドネシアで構築した世界唯一の成功事例である熱帯泥炭地の管理技術とＩＨＩ社の持つ衛星観

測技術を活用した熱帯林・泥炭地管理協業プロジェクトである「NeXT FOREST」を推進しています。この技術を活用し気候

変動対策としての CO2 吸収・固定の価値だけでなく、生物多様性や水循環の保全、地域社会への貢献といった自然資

本としての付加価値を加えた質の高い炭素クレジットの創出を目指しています。 

森林経営から木材建材の調達・加工、木造建築、バイオマス発電まで「木」を軸にした住友林業グループのバリューチ

ェーン「ウッドサイクル」を回すことで、森林の CO2 吸収量を増やし、建築での木材活用で炭素を長く固定し続けることが

できます。「ウッドサイクル」を回し、自社のみならずお客様や取引先、そして社会全体への脱炭素化に貢献していきます。 

 

■EF社概要 

(1) 社名       Eastwood Forests, LLC(イーストウッド・フォレスツ社) 

(2) 所在地      ノースカロライナ州チャペルヒル 

(3) 事業内容    森林アセットマネジメント事業 

(4) 代表者      Alex Finkral (President & CEO) 

(5) 設立日     2022年10月28日（11月から事業開始） 

 

 

 

 

 

米国で森林アセットマネジメント事業会社を設立 

≪リリースに関するお問い合わせ≫ 

住友林業株式会社 コーポレート・コミュニケーション部 内田・河村 

ＴＥＬ：03-3214-2270 


